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S=

遊佐PAT駐車場・外構施設基本設計

日年作 令和５年３月成 月

/1:500

事業者名

S=1:500

0m 50m 100m

生垣

生垣

生
垣

バックヤード

通路・駐車場

道の駅

種　別 面積(m2)

2,436.00

備　　考

開発区域 34,963.72

2,149.59

15,081.97

緑地・法面 4,200.67

イベントスペース  549.14

多目的広場 5,400.40

自転車道 2,641.47

歩行者通路 583.11

防災倉庫  549.14

機械スペース  174.33

建築外構 1,507.22

Aゾーン｜道の駅建築エリア
敷地面積：○○㎡
建築面積：○○㎡　EL:5.200m
流末１に接続
①建築予定地周辺はEランプ道路高と
同程度の高さを確保可能
②多目的広場は張芝とし、公園照明・
散水栓を設置、Eランプ通行車両が見
えないように施設に向かって逆勾配と
する。
③イベントスペースは張芝とし、周囲
の外構（ブロック舗装）と分離する。
④駐車場として、小型車○台、EV○台、
二輪車○台。フルフラットとし、外構部
分に段差を設けない。
⑤バックヤードスペースとして、納入車
両等の駐停車のほか、将来的な倉庫
等拡張スペースとして確保する。
⑥防災倉庫・多目的広場として、張芝・
カラー舗装・ブロック舗装とする。

防災倉庫・広場

道の駅（予定）
2,450㎡

大型車駐車場
（28台）

高速道路

計　画　平　面　図　　S＝1：500(A1)

C①

C①’

上水道HPPEΦ100㎜

下水道圧送管Φ75㎜

管理用通路

回転場

ヘリポート

（40m四方）

14

1

3

8

従業員

駐車場

多目的広場
鳥海山

イベント広場
外構

バックヤード

サブ出入口
（調整中）

国道345号

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
ラ
ン
プ

日本海
沿岸東

北自動
車道

遊佐鳥
海ＩＣ

小型車駐車場
（201台）

ＥＶ車駐車場
（3台）

二輪車駐車場
（8台）

おもいやり駐車場
（14台）

流末

セミトレ車駐車場
（2台）

バス停

設計支援業務および
建築基本設計業務の対象範囲

メイン
出入口

※赤枠以外の敷地左側は、出入口や流末位置等が固定されており
レイアウトの自由度がないため、原則として現配置計画のままとする。

・ サイトプランは建築基本設計業務で
　具体的に計画します。
・ 設計支援業務では、運営する事業者の
　目線で配置プランや諸室の性能などに
　ついて、意見やアイデアを頂きます。

別紙２

Bゾーン｜駐車場エリア
敷地面積：18,543.82㎡

Aゾーン｜道の駅建築エリア
敷地面積　　：16,419.90㎡
予定建築面積：2,450.00㎡
EL：5.200m
※R5年度発注基本設計、及び指定管理
　候補者による設計支援等で改変予定

A⑤
A⑥防災倉庫・多目的広
場として、張芝・カラー
舗装・ブロック舗装とす
る。ドッグラン等ペット
対応の施設などを想定。

B②
メインサイン
設置スペースは、
ヘリ進入・退出
区域外に設置。

10m未満を基準に設定。

B④ ES
将来的にエネルギーステーション活用検討
用地として、ゼブラ表示する。

B⑤　防災ヘリポート
大型車ゾーン内にヘリポートを設置。航空
法により、ヘリポート周囲にはヘリの飛行
を妨げる工作物等は設置しない。

B⑥　取付道路
国道345号への取付道路、幅員6.0m。既存の排水路に
道路排水管横断部はφ600mmのCSB管（土被り無し）を設置。

切り下げの接続となる。設置位置等は今後公安協議を経て
最終決定。

B③　メインゲート
入口は県施工高と同じくEL約5.3mt程度に設定。

B⑦
バス停留所・上屋を設置。定時制確保のため施設からは
離している。歩行者動線上に設置。

乗降場はマウンドアップし、シェルターを設置。

Cゾーン｜関連整備エリア
敷地面積：2,866.88㎡

R5年度の遊佐鳥海 IC 開通後、管理用通路の整備を想定。
維持管理は当町と協働で実施を想定。

流末部
・道の駅敷地内の排水は、高速道路を横断する既設のBOXカルバート排水（天端3.630m）を通り、
　菅谷地排水路を経由して渋沢川へ排水する。
・道の駅事業区域内の排水は、場内の汚れを濾過するため
　油水分離層を設置。周辺は造成上のねじれが生じる場所と
　なっているため、安全確保の理由から立入を制限するため
　緑地とする。
・緑地部分では、修景を兼ねてサルスベリ等の樹木を配置する。

サルスベリ
庄内緑地公式サイトより

C断面① 管 

理 

界

用 

地 

界
立入防止柵
可変側溝
U-600*1800
Eランプ法尻排水流下

H＝3.30

H＝4.60 H＝4.30

Cゾーン 高速道路Aゾーン

道の駅

管理用通路
W＝4.0m

A⑤ バックヤードスペースとして、納入車両等の駐停車の
ほか、将来的な倉庫等拡張スペースとして確保する。

A③
イベントスペースは張芝とし、周囲の外構（ブロック
舗装）と分離する。

イベントスペース

A①
建築予定地周辺はEランプ道路高以上の高さを確保可能。

事業区域

Eランプ

5.15 5.20 5.20 5.20 5.45

緩衝帯

3.941

5.15

U-400-500

(建物予定地)

23.000

U-400-400

広場・歩行者通路

14.517
芝生広場

39.238

道の駅（2,450㎡、基本設計R5年度）

A②
多目的広場は張芝とし、公園照明・散水栓を設置、
Eランプ通行車両が見えないように施設に向かって逆勾
配とする。※照明配置は暫定、今後道の駅とともに再検討。

多目的広場

B⑧　シェルター（駐車場上屋）
障がい者・思いやり駐車場としてシェルターを設置。
※道の駅建築入口と24時間トイレ動線上もシェルター
　設置が必要。

C②

C②’

立入防止柵

管 

理 

界

用 

地 

界

水路（移設）

H＝4.80 H＝4.55
U300-400

管理用通路道の駅

Ｂゾーン Ｃゾーン

US400*400

（移設）

W＝4.0m

C断面②

B① 道の駅駐車場
・小型222台（計画：普通201台+身障者・思いやり14台+EV3台
　+二輪車8台（普通4台分）)

・大型車30台（計画：普通28台+セミトレ2台）

・災害時の活動を想定し、フルフラットとする。
　車止めは基本設けない。
　外構との境界に段差を設けず、誤進入を防ぐためボラードを設置。

・駐車場内の勾配は1.50％を基準に設定。
　歩行者レーンはカラー舗装でエリアを区分し安全性を確保。

※フルフラット駐車場のイメージ

　道の駅「なみえ」

※設置位置はデザインと
　合わせて要調整

※県設置予定
※県設置予定

歩
道
な
し

ハッチ部分は、将来的に

法尻部分の水路移設に伴い

道の駅事業による

盛りこぼしで県道345号に

腹付けする。

Nシステム（山形県警）


